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16)  奥寺 敬、若杉雅浩．神経蘇生初期対応研修 ISLS について. 平成 26 年度富山県初期臨床研修医研修会；2013 Apr 
8-9；富山． 
17)  奥寺 敬，若杉雅浩．外諸初期診療研修 BTEC について. 平成 26 年度富山県初期臨床研修医研修会；2013 Apr 8-9；
富山． 
18)  奥寺 敬，橋本真由美．震災とどう向き合うか. fijita 脳神経外科友の会；2013 Apr13；愛知． 
19)  奥寺 敬，木澤晃代，小池伸享．緊急度判定支援システム JTAS と院内トリアージ．沖縄県第 2 回 JTAS プロバイダ
ーコース；2013 Apr 27；沖縄． 
20)  奥寺 敬，木澤晃代，背戸 陽子．緊急度判定支援システム JTAS と院内トリアージ．福島県第 1 回 JTAS プロバイ
ダーコース；2013 May 6；福島． 
21)  奥寺 敬，小池伸享．緊急度判定支援システム JTAS と院内トリアージ．大阪府第 1 回 JTAS プロバイダーコース；
2013 May 11；大阪． 
22)  奥寺 敬，黒田啓子．院内トリアージと緊急度判定支援システム JTAS．島根県第 1 回 JTAS プロバイダーコース；
2013 May 19；島根． 
23)  有嶋拓郎．地域密着型病院災害訓練 –Disaster ABC の紹介－．大隅鹿屋病院医療安全研修；2013 Jun 4；鹿屋． 
24)  奥寺 敬，JTAS と指導者の養成. 日本臨床救急医学会 JTAS 指導者養成セミナー；2013 Jun 15；東京． 
25)  奥寺 敬，小池伸享．緊急度判定支援システム JTAS と院内トリアージ．福岡県第 1 回 JTAS プロバイダーコース；
2013 Jun 16；北九州． 
26)  奥寺 敬．国際心肺蘇生ガイドラインと ICLS．日本救急医学会 ICLS 研修会・第 69 回劔 ICLS コース；2013 Jul 7；
富山． 
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27)  奥寺 敬．救急外来トリアージ最前線．第 19 回びわこ臨床研修ネットワーク；2013 Jul 20；大津． 
28)  奥寺 敬．緊急度判定支援システム JTAS．日本看護協会救急看護認定看護師研修；2103 Jul 29；清瀬． 
29)  奥寺 敬．心肺蘇生講習 ICLS について. 日本救急医学会 ICLS 研修会・第 70 回劔 ICLS コース；2013 Aug 10；富山． 
30)  奥寺 敬．JTAS コースの指導者のあり方．福岡県第１回ＪＴＡＳコース指導者説明会；2013 Aug 11；福岡． 
31)  奥寺 敬．緊急度判定支援システム JTAS と院内トリアージ．福岡県第 2 回 JTAS プロバイダーコース；2013 Aug 11；
福岡． 
32)  奥寺 敬．脳神経外科疾患のトリアージ．糸魚川総合病院研修会；2103 Sep 4；糸魚川． 
33)  奥寺 敬，若杉雅浩，坂元美重．国際災害医療研修エマルゴについて．第 7 回エマルゴジャパン・シニアインストラ
クターコース；2013 Sep 21；富山． 
34)  奥寺 敬．脳神経外科救急基礎研修 PNLS．第 72 回日本脳神経外科学会総会・PNLS コース；2013 Oct 17；横浜． 
35)  奥寺 敬．神経蘇生ガイドラインと ISLS．島根大学 ISLS コース；2013 Nov 9；出雲． 
36)  奥寺 敬．緊急度判定支援システム JTAS と院内トリアージ．島根県第 3 回 JTAS プロバイダーコース；2013 Nov 10；
出雲． 
37)  奥寺 敬．神経蘇生研修 ISLS と蘇生ガイドライン．高知 ISLS；2013 Nov 30；高知． 
38)  奥寺 敬．これからの救急医療のありかた．高知救急医療講演会；2013 Dec 1；高知． 
39)  奥寺 敬．脳死辞令と臓器提供についての経験と提言．島根大学医学部附属病院平成 25 年度臓器移植特別講演会；
2013 Dec 5；出雲． 
40)  奥寺 敬，小池伸享，木澤晃代．緊急度判定支援システム JTAS と院内トリアージ．鳥取県第 1 回 JTAS プロバイダ
ーコース；2013 Dec 23；鳥取． 
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